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 わが国の図書館界で，「利用者教育」よりも「情報リテラシー教育」が主流となり始めた

のは，2003 年頃からであろう。1) これは，国立情報学研究所で「学術情報リテラシー教

育担当者研修」を実施し始めたのと，相応する時期となる。以来 6 年間で，上記の学術情

報リテラシー教育担当者研修の修了者は 600 名を超えるとともに，図書館の現場で様々な

取り組みが行われるようになった。また，情報リテラシーに関する数多くの文献が発表さ

れている。2) そして，文部科学省の『平成 19 年学術情報基盤実態調査』（2007 年）の結

果をみると，全大学（747）のうち情報リテラシー教育を実施しているのが 93.6%（699）
という結果になっている。 

しかしながら，上記調査での実施内容を見てみると，ネットワーク技術が 70.4%（526），
情報倫理・マナーが 60.9%（455），学内システム等の利用方法が 58.9%（440）となって

おり，情報探索技術は 46.7%（349）にとどまっている。3) 
さらに，『学術情報基盤の今後の在り方について（報告）』（2006 年）の評価としては，

「現時点で，

」という指摘をう

けている。4) 一見普及しているようにみえながら，なぜこのように情報リテラシー教育は

進展していないのであろうか。 
 ここで再確認すると，北米大学図書館協会（ACRL）の定義では，「情報リテラシーとは，

情報の必要性を判断し，アクセスし，評価し，効率的に使用することができる能力のこと」

である。自主的な学習において，学生が能動的に図書館などにある情報源を調査・評価し

て，それをまとめ上げる学習力といってもよかろう。 
 なお，情報リテラシーとは，米国の図書館界から出現した言葉である。1989 年に出版さ

れた”Information literacy”（邦訳は『情報を使う力』，1995 年）がその言葉の普及に力

があったものと考えている。5) これ以降，いくつかの大学でライブラリアンが主導する形

で，情報リテラシー教育を大学に普及させてきた。米国のアーラム・カレッジの事例など

は，非常に優れた情報リテラシー教育となっている。6) 
 

 一方，文部科学省の認識では，情報リテラシー教育の「教育内容としては，学内 LAN
を利用するために必要な操作方法・技術・ルールや，情報セキュリティ，倫理・マナーな

どが行われて」いるとなっている。3) これは，単なるコンピュータもしくはネットワーク・

リテラシーにすぎないことは明白である。確かに大学教育の現状を見ても，コンピュータ
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利用教育にすぎない「情報処理」科目だけが，基礎的な情報教育と位置づけられている場

合が多いと感じていた。 
 20 年前に出版された『情報を使う力』では既に，「

」と指摘している。

そして，次のように的確な高等教育観を示している。 
 「ものごとを深く考える図書館員たちは，コンピュータ・リテラシーが実際のところ情報

リテラシーの一部分に過ぎないということを認識している。彼らは情報社会が求めている

のはコンピュータをつかいこなすだけの人間ではなく，情報をも使いこなすことのできる

人間であるということにすぐに気がついたのである。図書館員たちは，こうした違いに大

学管理者たちよりも早く気がついたが，それは彼らの方が賢いとか，読みが深いとかいう

理由からではなく，情報管理が彼らの専門領域だからである。図書館員たちは常日頃，情

報リテラシーを学んだり教えたりしているのである。」5) 

 図書館員としては嬉しい限りの見識であるが，私たちは本当に情報リテラシーを学んだ

り教えたりできているのかどうか，再度問わなければならない言葉であろう。 
 

 さて，2008 年の中央教育審議会・大学分科会では，大学の教育課程を見直す中で，大学

の「各専攻分野を通じて培う学士力」について審議してきた。その学士力とは，具体的に

つぎのような内容にまとめられている。 
◆各専攻分野を通じて培う学士力 
1. 知識・理解 
 (1)多文化・異文化に関する知識の理解 
 (2)人類の文化，社会と自然に関する知識の理解

2. 汎用的技能 
 (1)コミュニケーション・スキル 
 (2)数量的スキル 
 (3)情報リテラシー 
 (4)論理的思考力 
 (5)問題解決力 

3. 態度・志向性 
 (1)自己管理力 
 (2)チームワーク，リーダーシップ 
 (3)倫理観  
 (4)市民としての社会的責任 
 (5)生涯学習力 
4. 統合的な学習経験と創造的思考力 
 

 
 そして「2 (3)情報リテラシー」の内容は，「情報通信技術（ICT）を用いて，多様な情報

を収集・分析し，理解し，表現することができる」となっているのである。この定義が，

コンピュータ・リテラシーに毛の生えた程度のものであることは，前述した通りである。 
 実は，上記の学士力でいうところの「2 汎用的技能」全体と，「3 (5)生涯学習力」，「4 統
合的な学習経験と創造的思考力」の部分を合わせたところが，本来の意味での情報リテラ

シーに相当する能力なのである。「汎用的技能」などと称するよりは，よほど明確な定義と

なるであろう。一刻も早く，「情報リテラシー」の定義のし直しを求めたいところである。 
 

 情報リテラシーという言葉は，大学教育で現在実施されている科目名としても，先端的

な教育の取り組みを支援する補助金である特色 GP（グッド・プラクティス）や教育 GP

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
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の名称としても，使われている事例はない。しかし，これら教育方法の改善工夫の取り組

みである GP においては，自主的・主体的な学習や体験型学習・地域連携型の学習などの，

講義聴講型ではない，いわゆる「オープン教育」的な手法が多いことに気がつくであろう。 
 このオープン教育とは，学習者の自主的学習に重点をおき，一人一人の個性と独自性を

尊重するものである。そして，思考力の発達を図ることを基本とし，学習者の興味や関心

にそって多様な教材により学習を進めるものである。本来，小中高などの学校教育で提唱

されたものであり，1980 年代から日本の学校教育にもとりいれられてきた教育手法であっ

た。この学校教育の手法が，いまや大学教育に波及してきたと見ることができるのである。 
 このようなオープン教育の趣旨を考えると，それが自主的な学習能力の習得を目標とす

る情報リテラシー教育と酷似していることに気がつく。情報リテラシー教育が達成すべき

能力側に視点があるのに対し，オープン教育はプロセスとしての手法側に視点があるだけ

で，���学習により学習�������そって多様な教材�����な������を

���て学習��を�める���������て�るのである。 
 
��� ���を�����学習に��て 

 このように，図書館界の情報リテラシーと教育界のオープン教育の共通性・類似性が明

らかになったからには，図書館界は大学におけるオープン教育に歩み寄る必要がある。そ

うすることにより，図書館界が望んでいる情報リテラシー教育が，大学教育のなかで実現

していく可能性が生まれるのである。 
 実は，その優れた実現事例は，すでに学校教育のなかに存在している。 
 山形県鶴岡市立朝暘第一小学校では，学校図書館を学校経営の中核にすえて，学校図書

館の資料を最大限に活用した学習や，さかんな読書活動を展開している。2003 年に第 33
回学校図書館賞の大賞を受賞したこの学校図書館の活動は，まさにオープン教育の手法で

生徒の情報リテラシー習得を目的とした内容となっている。7) なお，この活動の発端とな

ったのは，五十嵐氏という一人の優れた図書館司書であったことを銘記しておきたい。8) 
 そうすると次は，大学教育で同様の試みを実現する時代になってくると考えている。お

茶の水女子大学，明治大学，東京女子大学などでの，図書館が大学の GP に関与したり，

GP の中心となる取り組みは，その端緒となるものであろう。 
このように大学図書館は，図書館単独の世界から一歩踏み出し，大学の教育に積極的に

関わっていく必要があると考えている。そして，�学教������教����により�

�������習�を���よ�になっ�����������進��そ�に����る

�����を��て������るのではないだろうか。そのためにも，高等教育に関す

るフォーラムや学会などで，情報リテラシーに関する図書館界の取り組みを積極的に発表

し，情報交換を行っていくことを望みたい。 
 

�� ������������� 

��� 学習����て���� 

��� ���を�����る������� 

 さて，「1.2 (1) オープン教育との共通性」で論じたように，情報リテラシー教育とは自

主的学習により，学習者の興味や関心にそって多様な情報資源を活用して学習能力を高め

大学図書館の学習支援　189



 
 

るものである。そして，そのようにして身につけた情報リテラシーは，生涯活用できる「生

涯学習力」となるのである。 
 このとき活用する情報資源としては，もちろんウェブなどの情報も考慮されるべきであ

るが，まずは図書館の情報資源を最大限活用するスキルを身につけるべきであろう。なぜ

ならば，『情報を使う力』が論じているように，「図書館はすべての学問分野の知識が有意

味な枠組みの中で関連づけられている場」であり，「図書館は卒業した学生が働き，生活し

ていかなければならない情報環境のモデルを提供する」からである。5) すなわち，

ものとして機能するのである。 
 

 それでは，大学のなかで自主的学習としての情報リテラシー教育を行う場は，いったい

どこなのであろうか。まずは，オープン教育の手法で授業を行う講義室が，その場になる

と考えられる。この講義室では，教員が授業という形式で，情報リテラシーを習得できる

ようにデザインした学習が行われる。この場合学生は，あくまでも教員がデザインした学

習プロセスに従って，自主的な学習を行うことになるのである。 
 これに対して図書館は，学生が学習プロセスを自ら考えつつ学習する，もう一つの自主

的学習の場として存在する。教員にたよらないという意味で，究極の自主的学習の場であ

るといえよう。この点から，最終的に

ことになる。 
 それでは図書館は，従来通りに図書・雑誌の貸出・閲覧や，閲覧席の提供を行っていれ

ば，自立的学習の場として機能するのであろうか。実はここに，近年ラーニング・コモン

ズという新たな図書館スペースが登場してきたことの意味があるのである。 
 

 ラーニング・コモンズは，ICT（Information and Communication Technology）設備を

そなえた学習スペースで，学生の学習支援を行う役割を担う。具体的には，従来図書館が

提供していた個人で利用するパソコン卓やグループ学習室に加えて，グループで利用でき

るパソコンテーブル（欧米では「PC クラスタ」ともいう）や PC 教室，さらにはプレゼン

スペースやオープンスペース，ラウンジ，カフェなどを備えて，長期滞在型の学習支援エ

リアとして機能するものである。 
 である。レポートやプレゼ

ン資料などの課題作成のほか，e ラーニング科目の受講やオンライン語学教材の利用，教

務情報の入手や履修科目の選択，学生ポータルの利用や教員・友人とのメール連絡など，

学生生活のあらゆる局面で ICT 機器が必要となっている。このことからも，図書館は ICT
機器を積極的に導入した学習スペースを提供する必要があるのである。 
 

 そして，ラーニング・コモンズにとって
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と考えている。単に設備や機器の提供にとどまらず，そのような新たな学習支援サービス

を行うことが重要なのである。これは，図書館の学習支援機能を拡大して行く試みと位置

づけられる。 
 そして，実施にあたっては，図書館職員だけで行うのではなく，教員の協力を得たり，

学生スタッフの力を活用しつつ協働して展開することが望ましいであろう。そのような実

施体制をとることにより，図書館はいままで以上に大学の教育活動と融合し，新たな役割

を担っていくことになるのである。 
 

。それぞれの図書館で，どのようなラーニング・コモンズが設置可能かを，思いめぐ

らせる必要があると考えている。9)10) 
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国立情報学研究所
学術基盤推進部 学術コンテンツ課

米澤 誠

A. ラーニング・コモンズの本質

2

1.1 大学教育のオープン化(1)

多様な授業に対応できない講義室

山形大学教養棟

3

1.1 大学教育のオープン化(2)

多様な授業に対応できるICT設備

東京大学アクティブラーニングスタジオ

4

1.2 教育システムのオープン化(1)
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1.2 教育システムのオープン化(2)
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1.3 学校図書館のオープン化(1)

50台の端末を使った調べ学習

中央大学附属高校

7

年間100冊の必読書

1.3 学校図書館のオープン化(2)

発表型の授業ができるスペース

8

3年生には8千字の課題レポート

1.3 学校図書館のオープン化(3)

恵泉女学園中高校

9

図書館と同一フロアに2教室

1.3 学校図書館のオープン化(4)

10

PC実習室も2教室

2.1 自主的学習の場としてのLC

「学生が自主的に問題解決を行い，自分の知見を加えて発
信するという学習活動全般を支援するための施設とサービ
ス・資料を提供する必要がある」

「図書館のインフォメ ション・コモンズを多く利用するのは学

自主的学習の支援

11

「図書館のインフォメーション・コモンズを多く利用するのは学
部学生となり，図書館はそこに限定したサービス展開を行う
ことができるようになった」

・米澤誠，インフォメーション・コモンズからラーニング・コモンズへ：大学図書館におけるネッ
ト世代の学習支援，カレントアウェアネス，289，2006

学部学生の支援

2.1 自主的学習の場としてのLC

「とくに学生の学習・研究活動を向上させ十分な成果を獲得
させるには，学生が必要とする人的支援が必要であり，その
ような支援が備わっているインフォメーション・コモンズがとく
に高い評価を得ている。これらがときに『ラーニング・コモン

12

ズ』と呼ばれることもある」

「ラーニング・コモンズとは，したがってインフォメーション・コ
モンズをさらに展開して，学生の主体的な学習活動を重視し
たものだといってよい」

・永田治樹ほか，今後の「大学像」の在り方に関する調査研究（図書館）報告書：教育と情報
の基盤としての図書館，筑波大学，2007
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2.2 自主的学習の支援論（井上氏）

「これは『学習の場』としての図書館，創造的空間としての図
書館を取り戻そうとする動きの中から生まれた」

「大学では（中略）一方的に講義を聴く従来の教育方法から
脱皮し グル プ討議などコミュニケ ション能力を重視して

13

脱皮し，グループ討議などコミュニケーション能力を重視して，
問題を解決していく学習方法が注目を浴びている。つまり，
『学びの身体技法』を知り，充実した学習体験を得られる場，
これを図書館が提供したいのだ」

・井上真琴，学習と知の創造空間：ラーニング・コモンズ（これからの図書館を探して），ミネ
ルヴァ通信，2007(6)，2007

問題解決型学習の支援
オープン教育の場

2.3 自主的学習の支援論（佐藤氏）

「大学図書館が学生の学習成果を高めるために，学習成果
のアウトプットの過程そのものを支援することへ舵を切ること
なのである」

「この点を意識して 図書館が新しい『学びの場』だけでなく

学びへの参画意識

14

「この点を意識して，図書館が新しい『学びの場』だけでなく，
新しい『学び』に関するビジョンを持ってラーニング・コモンズ
に取り組めば，大学図書館が高等教育改革の中心に位置す
ることも夢ではない」

・佐藤翔，「学びの場の新しいカタチ」と「新しい学びのカタチ」，大学の図書館，27(8)，2008

3.1 LCの事例(1)

神田外語大学7号館

15

3.1 LCの事例(1)

7号館・図書館

16

3.2 LCの事例(2)

神田外語大学6号館

17

SACLA：Self-Access, Communication, Learner Autonomy

3.2 LCの事例(2)

SACLA1階・メディアセンター

18
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3.3 LCの事例(3)

SACLA2階・ランゲージセンター

19

3.3 LCの事例(3)

能力に応じた教材の提供レベルに応じた自習教材の提供

20

3.3 LCの事例(3)

21

フレキシブルな多機能教室

3.3 LCの事例(3)

ラウンジでの教員の個別指導

22

3.3 LCの事例(3)

モジュール教材

23

3.3 LCの事例(3)

添削指導ボックス

24

大学図書館の学習支援　195



4.1 生活の場の必要性(1)

山形大学リフレッシュルーム

25

学生が求める生活の場

4.1 生活の場の必要性(2)

東京大学アクティブラーニングスタジオ

26

リラックスして学習できる場

4.2 学校のラーニング・スペース

教科教室

PC教室

図書室

居��

学習���

体育館

27

クラスルーム

ホームルーム

居��

生�の行動

食堂

4.3 大学のラーニング・スペース

教科教室

PC教室

居��

学習���

図書館
体育館

LC

居��と学習���
を提供する役割

28

講義室 自習室
クラスルーム

ホームルーム

居��

学生の行動

食堂

居��の��

4.4 生活の場としてのLC（江上氏）

「要するに，それまで学生にとって長時間集中して学習できる
居場所がほとんどなかったところへ，場所，機器，人的サー
ビスのそろったLCが誕生した，といことになる。その成功はあ
らかじめ約束されていたようなものだろう」

学生生活への問題意識

29

「昨今話題となりがちなLCや図書館カフェだが，たんなる図
書館生き残り策としてではなく，キャンパス内やその周辺を
含めて，学生の居場所がどこにどれだけあるか，学生の生
活と行動に見合っているか，全体のバランスの中で議論すべ
き問題ではないだろうか」

・江上敏哲，UMass Amherstのラーニング・コモンズ：94%の学生が週1で訪れる場所，大学
の図書館，27(8)，2008

4.5 生活の場としてのLC（ヨコタ氏）

「学部生に，『安心感と帰属感を得られる居場所』を提供でき
るように努めている」

「広大なキャンパスの中で孤立感を感じずに，そこに行けば
友人がいる 自分の将来の成功を願い 笑顔で自分を迎え

大学コミュニティという視点

30

友人がいる，自分の将来の成功を願い，笑顔で自分を迎え，
勉学を助けてくれる大人（ライブラリアン）が必ずいるという安
心感を提供したいと願っている。図書館は学生にとって集い
の場所以上の『第二のホーム』でありたい」

「大学全体のコミュニティを育てるためにも図書館が果たせる
役割は無限にあることだろう」

・ヨコタ＝カーター啓子，図書館＝大学の知的交差点（世界基準の図書館情報サービス．第
2回），情報管理，51(7)，2008
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4.6 生活の場としての学校図書館

生活の場と一体になったロケーション恵泉女学園中高校

31

4.6 生活の場としての学校図書館

32

いつも視野に入る図書館

5.1 LCの構成要素

学�の場 教育の場

������

�����
��������

���� ����

����������

33

��の場

学�の場 教育の場

����

���・��

���・���� ��������

���

�同学�����

��教�

�����

��の��に���
��・����要

5.2 ハードからサービスへの展開

学��� 教育��

������
������

�����
��������

��������
����

����

����

��

���

34

����

学��� 教育��

����

���・��

���・���� ��������

����

���

�同学�����

��教�

�����

�������

学������

�大学�必要とする����
を��するの��要

�������

��を��・��

���に����

����教育

���学�

学び方の学���

6.1 情報リテラシーとオープン教育

35

��を�� ��

���学���

���を��

�������

���の学�

学び方の学�

���を��

��学�

���教�

���教�・��

���������
�����・����

�����・����

6.2 ラーニング・コモンズの本質

���学�
��

36

���を��と��
�������

����教育

同方向の目標に向けて
大学教育と連携する必要性

���学�
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B. ライティング能力の向上を
コアとした情報リテラシー教育

37

1.1 「学士力」との関連(1)

2.汎用的技能

(3)情報リテラシー

情報通信技術（ICT）を用いて，多様な情報を

収集 分析して適正に判断し モラルに則って効

38

収集・分析して適正に判断し，モラルに則って効

果的に利用することができる。

これはコンピュータ
リテラシーにすぎない

中央教育審議会大学分科会資料『学士課程教育の構築に向けて答申』（2008）から

1.2 「学士力」との関連(2)

各専攻分野を通じて培う学士力

1.知識・理解

2.汎用的技能

(1)コミュニケ ション スキル

39

(1)コミュニケーション・スキル

(2)数量的スキル

(3)情報リテラシー

(4)論理的思考力

(5)問題解決力

本来はこれら全体が
情報リテラシー

中央教育審議会大学分科会資料『学士課程教育の構築に向けて答申』（2008）から

2.1 私の授業実践例

テ�����科���������に�け�学��法

・�分の�ー�ライ�ラリーを��

①「��と�� に いて ��収集と

40

①「��と��」について，��収集と
��な�で��ートを��（3����）

��学�大学�ラー�ン���の��

�「�題と���」について，��を
�用して考�し，��ートを��
（5������）

2.2 履修生アンケートの結果 (1)

������の��

�材�����の情報

レポー��成�

��に����������の���が�に�い���答

41

�� ��� ����

情報���

�����の��

���成�

��に�す���

������の��

�に�い����

��答

���������� ����からの�答

���け�はな�
�����

2.3 履修生アンケートの結果 (2)

ポ 成 教

����

レポー��本

��に��������の教材�����答

42

�� ��� ����

�情報��の�����

�これからの�����

科�テ���

�����������

レポー��成法教材

�����資料

��答

学��け�はな�
����の教材�
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3.1 図書館を中心とした情報リテラシー

��的に問題��を��図書館中心の��

��の授業中心の��的��

43

��的����� ��的�����

������る
��に��た���

����の��
�����

3.1 図書館を中心とした情報リテラシー

��的に問題��を��図書館中心の��

��の授業中心の��的��

44

�����に��た
�������イ�

�����・�心
に��た�����

3.2 情報リテラシーの定義

�情報リテラシーと��情報の���を��し�

����し���し���的に���る�と��

�る��の�と��る�

����図書館��（����）の定義

45

����図書館��（����）の定義

�����とし��������を���るた�

に�����方法・��・�ー���情報���

リティ���・��ー�����������

��������情報��実����

3.3 逆問題的手法による改善

情報リテラシーの����

46

�授��

3.4 授業実践上の工夫

よ���ー�を���るに�

47

���を��る ���を��る���を��る

4.1 ライティング指導方法

���の�実に���た���的���
方法と��・��の��を��指導

48

方法と�� ��の��を��指導
（������ライティング指導）

���の�実と��を��した上�の�
��の��の��の��を��指導
（������ライティング指導）
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� ���
・�����の���を��������
・��の��を����
�� �の����を整������

4.2 ライティング指導の実際(1)

�����������������������������������

49

・��ー�の����を整������
・����������������������を整��
・���を整������
・�・�を�������
・����の��の�������を����
・������・������を����を�������
・整����������を����

4.2 ライティング指導の実際(1)

�����������������������������������

���の��

��・��の��

�������������の�����������

50

�� ��� ����

��の��

�����

�������

��の��

��������

���

� ��
・��を����
・����を��������
��を心���

4.3 ライティング指導の実際(2)

�����������������������������������

51

・��を心���
・�����������
・������・��の����������������
・����

4.3 ライティング指導の実際(2)

�����������������������������������

����を��

�������������の�����������

52

�� ��� ����

��

��の��

�����

��������

���

���
・�����������������の�ー�・��を���
�����
�����の���������

4.4 ライティング指導の実際(3)

�������������������������������������

53

・�����の���������
・�����ー��������
・���������の������の��を���������
・���������������を��������
・���の������������の��を��
・������������を����
・���������������を����
・����の��ーを����

�������������������������������������

4.4 ライティング指導の実際(3)

�ー�・�������

�������������の�����������

54

�� ��� ����

����の��

��の��

����の��

�����の��

��������

���
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5.1 ライティング能力の分類

������������� �������������

��的 ��的

���

��的 ��的

�����

��

55

��的・��的

��の����

教���

��的

��的・��的

��の���

��

��的

��

学�

���

学���

����������������������������������������

5.2 ライティング教育の具体的事例

������ート

������

�����

����

��教育

������������� �������������

56����������������������������������������

��ートの����

���メの���

�ートの���

�����ー�ー

大��

�分����

��教育

������ ����

5.3 情報リテラシー教育のデザイン

�������������
�������������

���

��的情報���

�������������

��教育
��的ライティング

57

�������������

�������������

������

�����������

���

��的情報���
��教育

��的ライティング

6 履修生からのコメント

��������た�����������た���������
��������た�����������������た。

�����������だ�������������た����
������た��������������た�������っ
た��だ た

����������

58

た��だった。

�����た������������������������
�ただ�た。

����っ������������������た。

���������������た�������た�����。

���������������た。�����������。

C.大学教育活動と連携するための
展望と戦略

59

1. 大学教育界の動向

60
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1.1 大学教育研究フォーラムでのテーマ(1)

ICT��������FD��

�����������������������

61

�����������

��������������

��������������������������������������������

1.1 大学教育研究フォーラムでのテーマ(2)

����������PBL�����

FD��������������

62

����������

���������が�����い��

1.2 大学教育学会でのテーマ(1)

�������������FD���

�����������FD�����い���

63

�����������

���������������

FD�������������

������������������������������������������

1.2 大学教育学会でのテーマ(2)

FD�������������

��が求����� ��

64

TA���������つい�

�������������

������������が����
������������

��

1.2 大学教育学会でのテーマ(3)

������������������

�����������
���������������

65

������������������
�������������

�������������������
FD�����

������������
21��������������

���

��

1.3 ライティング教育を基点とした…

���������������������������
����������が�������が�������い
��������4������������������

��������もつ�が���い��が求����。���

�����

66

��������も �が��� ��が求����。���
����������������������������
����������も����������い�����
������FD��が�����。������が��FD
����������い�������������つ��
��������������������2008������
������������������も����。

������������������������������������������
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1.3 ライティング教育を基点とした…

������に������������と�������
の����
���������� �����������

����

② イ グ�� �������� ��と�����

67

②ライ���グ��に��������の��と�����
�に�������
��������� �������������

���に���Teaching & Learning Center の��とラ�
��グ��������の��
��������� 21���������

1.4 大学教育における図書館

ライ���グ������������と���

���ライ���グ������������

と���と�

68

ライ���グに������の�����������

���と��の���の�����������

�����

���

�����の�������������

1.5 初年次教育の取組状況

����

��������� ������.���

������ ���

69

� ��� ��� ��� ��� ���

���������

��������

��の����

����

��

��

��

������.���

������.���

������.���

������.���

���に��������の����に������������������

2. 教育と大学の連携事例

70

2.1 パスファインダー

71

千葉大学

教員と図書館員が協働するこ
とで，バランスの良いパスファ
インダーの作成が実現できる

2.2 ライティング連携(1)

72

名古屋大学

論文では，「文献を十分に活
用して論じる」ことが重要と指
導している
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2.2 ライティング連携(2)

名古屋大学

73

名古屋大学

2.2 ライティング連携(3)

74

千葉大学

情報源として，信頼性のある
百科事典を活用する条件のコ
ンテスト

2.2 ライティング連携(4)

75

山形大学課外活動として，学生の自主
参加の機会が，授業の補講的
位置づけとなる

2.3 学科連携(1)

教員の要請に応じて，さまざ

76

三重大学

まなコースを授業に提供

2.3 学科連携(2)

77

東北大学
レポート作成と情報探索を2本
柱とした授業構成を，教員と
図書館員が連携して実現

3. 連携実現のための展望

78
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3.1 FD/SDという場で活動する

�����������FDやSD���������

���������FDやSD�����������

����

79

����������������������

�������������������������

��

���

3.2 ライティング教育に参画する

�����������������������

���������������������

���

80

�����������������������

���������������������

��

���

3.3 新たな大学スタッフ像をつくる

�������������������������

��������������������

����

81

�����������������

������������������������

���

�����

�������������������������������������

4. 連携実現のための戦略

82

4.1 教育センターと連携する

FD/SD�������������

�����������������������

�����

83

������������������������

������������

���

���

4.2 教育系学会に参画する

����������

�������������

���

84

��������������������

���������������

���

����
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4.3 図書館員のイメージを変える

教�の��図書館���イ�ー����る

教�と����る�と���������

�の��に�

85

学��に�の���������に�報�る

大学���の図書館���イ�ー����る

�して

��して

5.1 期待したいこと(1)

��の��������

86

�大学���
�の成����て������
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